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図 2 提案された共通フォーマット
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名，生年月日，性別は管理上必要なので必須項目と

し，その他の付帯情報(所属，身分，連絡先等)につい

ては必須としていない．

■教育訓練 現状の傾向を踏襲し，法定項目を網羅した．

■健康診断 所属元が実施した直近の健康診断をもって

送り先の事業所の「立ち入り前健康診断」に代替する

ことを目的として，法定項目を網羅した．

■被ばく記録 受け入れ事業所として線量限度を担保す

ることを目的とし，そのために必要な項目を選んだ．

考察

従事者の個人管理は，事業所の義務であり，他の大学

等から利用にくる者の個人管理も，法的にはその事業所

が行わなければならない．しかし，他から来る利用者は

雇用関係がなく，「個人管理」をその事業所が行うこと

は，費用や運用の面から困難である．そのため，被ばく

管理や健康診断は所属元の大学等で行い，事業所は所属

元からの記録の提供を受ける形態が現実的である．

従事者証明書の統一には，フォーマットの共通化と併

せて，個人管理体制を共通化することが重要である．

「個人管理は所属元が実施主体となり，法令の要求する

情報を利用する事業所に提供する」という取り決めを，

利用者の所属元と事業所の双方が確認し，これに基づい

て個人管理が実施される体制が望ましい．なお，実際に

は，受け入れ事業所は個人管理の負担がまったくなくな

るわけではなく，教育訓練の一部(事業所の予防規程等)

と，事業所における被ばく管理(内部被ばく等)は行う必

要がある．

提案した共通フォーマットには個人情報が記載されて

おり，安全に事業者間でやり取りする必要があり，その

ためのシステムを構築しなければならない．所属元が，

送り出す従事者に対する安全衛生管理を行う責任は生じ

るため，受け入れ事業所との情報共有を行えるシステム

が望まれる．ネットワークを通した証明書のやりとりを

する場合，証明書につきものの印鑑に変わる電子認証の

システムは必須となる．

1957年に制定された放射線障害防止法(現 RI 規制法)

から60年余の間，各事業所の従事者管理体制が構築され

てきたが，大学によって異なる考えがあり，今回の調査

研究でその違いが明らかになった．今後，提案した従事
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者証明書共通フォーマットを通して，合意形成を行い，

多くの施設で利用できるシステムを構築していく予定で

ある．

参考文献

1)大学等における非密封放射性同位元素使用施設の拠点化につ

いて，日本学術会議提言(2017年 9 月 6 日)

謝辞

本研究の遂行にあたり国立大学アイソトープ総合セン

ター会議会員校の関係者に多大な協力をいただきまし

た．この場を借りてお礼を申し上げます．

本研究の成果は原子力規制庁放射線安全規制研究戦略

的推進事業 JPJ007057 の助成によるものです．
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放射線情報一元管理のためのアイソトープ総合センター連携ネットワークの構築 

Isotope Center Collaboration Network for Centralized Radiation Information Management 

 

国立大学アイソトープ総合センター会議 

渡部浩司 1) 

Hiroshi WATABE1) 
東北大学・サイクロトロン・RI センター1) 

Cyclotron and Radioisotope Center, Tohoku Univ.1) 

 
原子力規制委員会・放射線安全規制研究戦略的推進事業費事業「健全な放射線防護実現のためのアイソ

トープ総合センターをベースとした放射線教育と安全管理ネットワーク」(2017-2021 年度)では、健全
な放射線管理・防護を実現するために放射線業務従事者に係る管理情報の一元化のための安全管理ネッ

トワークを構築することを目標として活動しております。 
本セッションでは、これまでの活動を踏まえ、本事業で開発を行っている「大学間 RI 従事者管理シス
テム」の概要を説明します。 
RI事業所に対して、放射線業務従事者の、教育訓練の記録、放射線被ばくの記録、健康診断の記録（従
事者記録）を管理することが法令上求められています。近年、多くの大学では、学外の RI 事業所に利
用に行く放射線業務従事者が増えており、学内 RI事業所から学外 RI事業所に対して従事者記録を送ら
なければならないケースが多発しています。しかしながら、通常、従事者記録は、各々の RI 事業所の
独自の記録フォーマットで管理されており、他の RI 事業所に従事者記録を送るのは、送り側および受
け入れ側管理者双方にとって大きな負担となってきました。「大学間 RI従事者管理システム」では、従
事者記録のための共通フォーマットを定義し、ネットワークを通して、共通フォーマット記述された従

事者記録のやりとりを行えるようにしました。これにより、安全に、確実に従事者の一元管理が行えま

す。 
また、以下の 3名の演者に大学・研究機関における放射線作業従事者管理の現状と問題点を紹介いただ
き、今後の従事者管理の在り方について議論します。 
・佐波 俊哉 (高エネルギー加速器研究機構) – 共同研究機関の現状 
・北 実 (鳥取大学)  - 小中規模大学の現状 
・林崎 規託 (東京工業大学) – 大規模大学の現状 
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放射線情報一元管理のためのアイソトー

プ総合センター連携ネットワークの構築

xɻȴʉȴɠƟ +ƟȣʉƟɫ +ȴȋȋŒŷȴɫŒʉǩȴȣ £Ɵʉʿȴɫȅ
Ǉȴɫ +ƟȣʉɫŒȋǩ˔Ɵƌ æŒƌǩŒʉǩȴȣ xȣǇȴɫȝŒʉǩȴȣ
�ŒȣŒǊƟȝƟȣʉ

国⽴⼤学アイソトープ総合センター会議
東北⼤学サイクロトロン・ラジオアイソトープセンター
渡部浩司

⽇本放射線安全管理学会第 回学術⼤会ࠆ߾ ʿƟŷ 原子⼒規制庁放射
線安全規制研究戦略的推進事業セッション

放射線安全規制研究戦略的推進事業費事業

「健全な放射線防護実現のためのアイソトープ総合センター
をベースとした放射線教育と安全管理ネットワーク」
ࢎࠄࠂ߽ࠄ�ß�߽߽ࢍࢎ年度߾߿߽߿ࠄ߾߽߿ࢍ

⽬標

近年、放射線利⽤は多様化しており、放射線業務従事者を
管理する上で、さまざまな利⽤形態を考慮した管理が求め
られてきている。特に⼤学においては、初めて放射線業務
を行う⼈（学⽣）が多数在籍し、なおかつ⼈の移動も頻回に
発⽣する。このような状況下で健全な放射線管理・防護を
実現するために放射線業務従事者に係る管理情報の一元化
のための安全管理ネットワークを構築することを本事業の
⽬標とする。

A-80- 95 -



今年度の活動およびロードマップ

ࠆ߽ࡱ߽߿߽߿ ⼤学等放射線施設協議会を通して、「学内従事者情報に
関する管理体制についてアンケート」実施

߽߾ࡱ߽߿߽߿ 東北⼤学での業務体制の詳細調査
東北⼤学内 部局ࠅࠂ を対ࢎ許可事業所のない部局も含むࢍ
象として、従事者登録，被ばく管理，健康診断，教育訓
練の情報管理の対象者数，担当部署，⽅法を部局ごと
に調査し，⼤学としての業務量を見積もる。

߽߾ࡱ߽߿߽߿ 学に対してシステムの試験運⽤依頼⼤߾߿
߾߾ࡱ߽߿߽߿ 原子⼒規制委員会・研究推進委員会にて次年度の重点

テーマについて発言

今年度の活動およびロードマップ

1

事業計画%マイルストーン-事業追加項123む）事業計画%マイルストーン-事業追加項123む）
令和2年度 令和3年度 (令和4年度)

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

全体会議

開催

全体会議

開催

システ8開発(拡張)

継続!"利$のための試算・検討
放射線業務従事者情報一元管89:す<全
国!"共通8Aの形成

システ8試験運$ システ8本格運$

使$マニュアル・接続マニュアルの整備

利$機:9おけ<体制・規程等整備のため
の雛型検討
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背景

放射線ࡷエックス線を取り扱う者 の以下ࢎ放射線業務従事者ࢍ
の記録を保管し，かつ本⼈への交付が義務付けられている
。ࢎæx規制法，労働安全衛⽣法ࢍ

• 被ばく管理
• 健康診断
• 教育訓練

過去の学内放射線・æx施設

• 放射線・æxを使う部局は、それぞれ自前の放射線施設
を有する

• 施設の利⽤者は、その部局に所属する者がほとんどで
あり、施設単位で従事者管理が可能

��A

��A

��B

��B
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現在の学内放射線・æx施設

• 放射線の利⽤形態の多様化に伴い，部局を越えた利⽤
が増加

• 予算削減のため、施設の集約化が進み、それに伴い、
放射線施設を有しない部局からの利⽤者が増加

• ⼤型加速器を⽤いた研究は学内に施設を持たず、学外で
行われるケースが増え、共同利⽤施設の利⽤者が増加

��A

��A

��B

��B

��C

現在の学内放射線・æx施設が抱える諸問題

• 新規部局の創設に伴い、複雑な雇⽤体系 複数部局所ࢍ
属、学外とのデュアル・アポイントメントࢎが増加

• æx施設の⽼朽化、管理者の⼈材不⾜
• 派遣側ࡷ受け⼊れ側の主任者や実務担当者に多⼤な作業
負担

• 紙ベースの作業に起因するヒューマンエラーや情報の
取りこぼし

• 管理主体がどこなのかはっきりせず、個⼈情報の記録
の散逸、重複が見受けられる

• 職員と学⽣、æxと Ĳ線の取扱の違いがあり、管理が複
雑化している
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現在の学内放射線・æx施設が抱える諸問題

一元管理

æx規制法では外部利⽤者も含めて施設に⽴ち⼊る者の管理
が必要な一⽅、労安法は組織に所属する者の管理を要求す
るため、他部局への派遣についても管理義務が発⽣

����

����

����

RI�	
 ��


現在の学内放射線・æx施設が抱える諸問題

Students?Employee?

X-ray? Radioisotope?

Health records

radiation
dose records

education records
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本⽇のアジェンダ

߾ 渡部浩司 ࢎ東北⼤学ࢍ 事業の内容と進捗
߿ 佐波俊哉 ࢎ高エネルギー加速器研究機構ࢍ 共同研究機
関の現状

ࠀ 北実 ࢎ取⼤学⿃ࢍ 小中規模⼤学の現状
ࠁ 林崎規託 ࢎ東京工業⼤学ࢍ 規模⼤学の現状⼤
ࠂ 自由討論

国⽴⼤学アイソトープ総合センター

ǢǤǽȈȸȗዮӳǻȳǿȸענ

ᲢèᯓӕٻƸŴ�ᚨŵᲣ

名古屋⼤学 æx センター提供
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ðx£Düࠂを利⽤したæx+ネットワーク ࢎ߿�࢙+ċ�æxࢍ

国⽴情報学研究所 が構築、運⽤している学術情報通信ࢎxx£ࢍ
ネットワーク”ðx£Düࠂ”のインフラを利⽤することにより
容易に全国の æxセンターを接続した Ĩß£ࢍʻǩɫʉʞŒȋ ɠɫǩʻŒʉƟ
ȣƟʉʿȴɫȅࢎを構築

⼤学間æx従事者管理システム

PDF

PDF
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Upload
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� Download
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⼤学間æx従事者管理システム

共通+ðĨフォーマット
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放射線業務従事者証明書
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共通+ðĨフォーマット・コンバーター

• 各⼤学が持つ管理帳簿様式、ファイルフォーマット、
帳簿内容が異なる

• 共通 +ðĨフォーマットへの変換は手⼊⼒が必要
• 各⼤学の個⼈情報帳簿から共通 +ðĨフォーマットへの
コンバーターの開発

• DĲ+D�のマクロ機能を利⽤
• 現在以下の 学のコンバーターが開発済み⼤ࠀ߾
熊本⼤、鹿児島⼤、九州⼤、⻑崎⼤、⿃取⼤、徳島⼤、
神戸⼤、東京工業⼤、東京医科歯科⼤、千葉⼤、筑波
⼤、広島⼤学、東北⼤
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将来の学内放射線・æx施設

߾ 学内の複数部局が放射線作業従事者の管理を可能と
する

߿ 学内の各部局が共通フォーマットを利⽤し、安全に
データのやりとりができるようにする

ࠀ 学外施設とも安全に従事者情報のやりとりができる

ࠁ 個々⼈が自分の従事者情報を管理

将来の学内放射線・æx施設

߾ 学内の複数部局が放射線作業従事者の管理を可能と
する

߿ 学内の各部局が共通フォーマットを利⽤し、安全に
データのやりとりができるようにする

ࠀ 学外施設とも安全に従事者情報のやりとりができる
ࠁ 個々⼈が自分の従事者情報を管理
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本発表は、原子⼒規制委員会令和 年度放射線安全規制研߿
究戦略的推進事業費（健全な放射線防護実現のためのアイ
ソトープ総合センターをベースとした放射線教育と安全管
理ネットワーク）事業 。の成果の一部ですࢎࠄࠂ߽ࠄ�ß�߽߽ࢍ
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日本放射線安全管理学会　第19回学術大会web Dec.10 2020 16:50-17:50 
原子力規制庁放射線安全規制研究戦略的推進事業  

放射線情報一元管理のためのアイソトープ総合センター連携ネットワークの構築　共同研究機関の現状

放射線管理室　室長　佐波俊哉

高エネルギー加速器研究機構の
ユーザーの受け入れ
大学共同利用機関法人

日本放射線安全管理学会　第19回学術大会web Dec.10 2020 

• 高エネルギー加速器研究機構（KEK）は、最先端の大型粒子加速器
を用いて、宇宙の起源、物質や生命の根源を探求しています。 

• 大学の研究者の為の共同利用施設として、（1）個々の大学では維
持が難しい大きな設備、（2）大学間で共有することによって有効
に使われ得る情報など（3）ある分野の研究についてネットワーク
の中心ノードとしての役割となる組織、の集約場所として設置され
ているのが大学共同利用機関です。 

• そしてその機関におかれた設備、情報の開発、維持、収集・整理な
どの作業は、その分野の研究者 や専門技術者によっておこなわれて
います。 また、大学との人事交流も盛んで、大学院生の教育にも積
極的に協力しています。

大学共同利用機関法人　高エネルギー加速器研究機構
はじめに
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日本放射線安全管理学会　第19回学術大会web Dec.10 2020 

• J-PARC 
• Neutrino, Hadron, MLF

2つの事業所
KEKのプロジェクト

3

• SuperKEKB 
• Photon Factory 
• Atlas/LHC, ILC (International 
linear collider) 

• 加速器応用研究　cERL

KEK の施設

電車

バス・タクシー

KEK
つくばキャンパス

KEK
東海キャンパス

25 分

120 分

180 分

150 分

100 分

60 分

150 分

60 分

55～80 分

東京

日暮里

東海

ひたち野うしく 荒川沖 土浦

羽田空港

成田空港

浜松町

秋葉原

茨城空港

JR 山手線

つくば駅
(つくばセンター )

JR 常磐線

タクシー

高速バス

成田エクスプレス

東京モノレール

つくバス 関東鉄道バス

高速バス

つくばエクスプレス

東海

つくば

日本放射線安全管理学会　第19回学術大会web Dec.10 2020 

加速器
KEKつくばキャンパス

4

周辺監視区域

一般管理区域または立入制限管理区域

加速器施設において、運転時は立ち入りが禁止
されている区域で、停止時は放射線レベルに応じて
立入制限管理区域または一般管理区域
として管理されている。
非密封放射線同位元素使用施設において、
立入制限管理区域として管理されている区域。

N
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#$��
�

�	��	
����

�����
��
�

�	�����
����
�

$(&%'"!" 

�	����
���
�

�����
�
�

12SM7 12SM8

D11

D10

9C

D9

9SM5

D8

6C

6SM4 D6

6SM3

D5

D4

3C

3SM2

D3

3SM1

D2

D1

12CD12

筑波実験棟

大穂実験棟

光源棟（放射光科学研究施設）

富士実験棟

日光実験棟

KEKBリングトンネル室

ATF

放射化物使用施設

池

(PF-AR)

放射光アイソトープ実験施設

電子陽電子入射器コントロール棟

放射線管理室受付

管理棟

インフォメーション
センター

放射線管理棟

9SM6

電子陽電子入射器棟

PS加速器実験準備棟
PSコントロール室

ERL開発棟

放射化物
加工棟

放射性廃棄
物保管棟

放射線照射棟

放射性試料
測定棟

北カウンター
ホール

EP1室

EP-1下流部

先端計測実験棟

熱中性子標準棟

放射化物使用棟

電子陽電子加速器コントロール棟

化学実験棟

体育館
外国人研究員等
宿泊施設

国際交流センター

超伝導リニアック試験施設棟

D7

2号館3号館

研究本館

4号館

計算機北棟

計算機南棟
職員会館
食堂

共同利用研究者
宿泊施設

開発共用棟

第2放射化物使用施設

3M

6M

9M

12M

陽電子ダンピングリング

加速器 密封 非密封
陽子加速器施設 ○

ERL ○ ○
電子陽電子入射器 ○ ○
放射光リング ○ ○ ○

陽電子ダンピングリング ○
ビーム輸送路 ○

大強度放射光リング ○
SuperKEKB ○
ATF ○

超伝導加速器試験施設 ○
放射性試料測定棟 ○ ○
放射線照射棟 ○ ○
熱中性子標準棟 ○
放射線管理棟 ○

A-92- 107 -



日本放射線安全管理学会　第19回学術大会web Dec.10 2020 

• 世界最高強度の衝突型加速器 
• 7GeV e- / 4 GeV e+ 
• 国際コラボレーション 
• 700 users, 23 countries

SuperKEKB / Belle II
KEKのプロジェクト

5

©KEK／Shota Takahashi

©KEK
©KEK
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• PF 2.5 GeV 、PF-AR 6.5 GeV、
SPF e+ 

• 40＋5 experimental stations 
• 3,000 users/year

Photon Factory
KEKのプロジェクト

6

©IMSS©IMSS
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KEKつくばの利用者の推移
利用者の統計

7
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外来業者

その他共同利⽤者

PS共同利⽤者

PF共同利⽤者

KEKB共同利⽤者

KEK所属

⼈数

59
69
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34 61
16
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80
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71
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合計

1249

3168

737

2019年度

日本放射線安全管理学会　第19回学術大会web Dec.10 2020 

KEKつくば所属従事者の被ばくの状況
利用者の統計

8

区分 被ばく線量 原因

職員等

0.5mSv：1名
0.4mSv：1名 

0.2mSv：1名
0.1mSv：3名

他機関での被ばく 

所内での被ばく 
(電子陽電子入射器棟、光源棟)

共同利用者 なし

業者
0.3mSv ：1名 

0.2mSv ：2名 

0.1mSv ：1名

電子陽電子入射器棟での被ばく 
EP1下流部での作業による被ばく

女性 なし

• 入域場所の限定 
• 空間管理

• 非密封ユーザーが少ない 
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• 記録の保管 
• 外来者放射線作業個人管理登録票(様式10号) 
• KEKでの教育の記録 
• KEKで貸与した線量計の測定結果 
• 測定結果の通知 
• 測定結果は共同利用者支援システム(KRS)より各人が参照可能
（ここでは被ばくの有無を通知し、値が出た場合は別途通知）

記録の保管と通知
外部ユーザーの管理

9
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• 共同利用者支援システム(KRS)より登録 
• https://www2.kek.jp/uskek/ 
• ユーザー登録　→　宿泊予約・変更・キャン
セル、旅費申請及び各種申請 

• 外来業者は別システム 
• 宛先：機関の長 
• 発信者：所属機関の長と主任者の連名 
• 健康診断と教育訓練の実施の証明、結果の
記載内容の証明、放射線業務従事の承諾 

• 押印後に郵送、記載内容の確認、システムに事
前登録

外来者放射線作業個人管理登録票(様式10)
外部からの従事者の受入について

10 

様式第１０号                                 高エネルギー加速器研究機構 
 

No．           

外来放射線作業者個人管理登録票 
年   月   日 

決
裁
欄 

機構長 放射線取扱主任者 放射線管理室長 

□新規登録  □再登録（最終登録   年度）     

登録者 

フリガナ 

氏 名  
性

別 
男・女 

生年月日 

年  月  日 
職名 

 

連絡先 

〒 

 
TEL: 

FAX: 

電子メール（必須。問い合わせ・個人情報の送付に利用することがあります。） 

 

所属機関 

名 称  
代表者名  

所在地 
〒        TEL  

 

主な作業内容 

1.加速器利用 2.工事・保守作業 
3.その他 
（             ） 

利用施設名 

1.PS  2.ERL開発棟・北カウンターホール 
3.中性子・ミュオン  4.PF（Linac・光源棟） 
5.PF-AR  6.KEKB  7.その他（           ） 

作業期間 

平成  年  月  日 

～ 

平成  年  月  日 
機構内受入区分 

1.共同利用研究員 2.共同研究研究員 3.施設利用  
4.受託研究員 5.来訪研究員 6.協力研究員 7.外来業者  
8.その他（         ） 

所属実験グループ 

（共同利用実験者のみ記入） 

実験グループ名 
 

 
  

同責任者 
 

 
  

 

業務従事者認定証明書兼放射線作業従事承諾書 

氏  名 
 

 
所  属  

健康診断について（直近の結果を記入） 
□ 異常なし 

□ 異常あり（異常ありの場合は、健康診断の写しを添付して下さい。） 

被ばく線量について（前年度の結果を記入） 
□ 1mSv 未満です 

□ 1mSv 以上（  mSv）です。（1mSv 以上の場合は、健康診断の写しを添付して下さい。） 

業務従事者証明、および放射線作業従事承諾 
 

高エネルギー加速器研究機構長 殿 

 

1. 上記の者は、当機関において現在放射線業務従事者として登録され、法令に定められる必要な健康診断、教育訓練を実

施していること、また健康診断並びに被ばく線量の結果について相違ないことを証明します。 

2. 高エネルギー加速器研究機構において、自    年  月  日 至    年  月  日の期間、放射線作業に

従事することを承諾します。 

 

         年  月  日 

所属機関代表者（責任者） 

職名：  

氏名：                   印 

 

放射線取扱主任者（機関名、所在地は申請者と異なる場合のみ記入） 

機関名： 

所在地：〒     TEL/FAX 

 

職名： 

氏名：                   印 

(Rev.201029) 
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来所から実験開始までの手続き
外部からの従事者の受入について

11

ＫＲＳ
System

Form10

Your 
dosimeter

① ②

③

④来所前 来所時受付

教育訓練

線量計とカード
の貸し出し

実験開始

©KEK
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• 長期滞在： 
• 加速器や検出器、ビームラインを建設・利用　1週間以上、年
単位の滞在 

• 短期滞在： 
• 試料照射　1日以下の滞在も、X線装置の代わり 
• 検出器シフト　コントロール室に滞在し、検出器に異常があっ
た場合に必要に応じビームラインに立ち入る。異常はほぼ無い
ので管理区域立ち入り実績が無い

利用方法
外部からの従事者の受入について
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• 所属施設とKEKの施設が大幅に異なる場合 
• 大学・病院・企業に多いX線施設のみユーザーが放射光を利用す
る。X線用線量計常用しているが、KEKではXγまたは中性子タ
イプを要求する。 

• ユーザー・所属の主任者の理解 
• 所属施設に放射線管理区域を持たないユーザ 
• 放射線業務従事者毎の管理がどのようになされるべきか 
• 放射光利用のユーザ：X線から放射光へ 
• 海外機関からのユーザ

利用者
外部からの従事者の受入について

13
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• 海外機関からのユーザ 
• 法律の違いに起因する考え方の違い。健康診断の証明は主任者
はしない、等。 

• 印鑑の必要性が郵送の必要性を生む。これにより、手続きに時間
がかかる　（現状は2営業日前必着をお願いしている） 

• 来所者の本人確認を持参線量計の記名欄で確認している

証明
外部からの従事者の受入について
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• クロスアポイントメント 
• 基本的に割合の大きい機関が個人管理を行う。割合が変わったと
きの扱い 

• 人事異動 
• 大学との間での移動。学生でKEKユーザー、KEK職員、大学へ転
出、その後KEKに転入 

• 同一人物の複数の記録をどう扱うか 
• 同一機関、2事業所 
• 事業所間の行き来

人事異動に係わるもの
外部からの従事者の受入について

15
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• KEKでの対応 
• SuperKEKB：感染症対策を行って運転を継続。シフトは当時KEKにい
た方でまわす 

• PF：前期のマシンタイムは中止（6月に2週間だけ限定的に運転） 
• 後期はSuperKEKB、PFとも運転　海外ユーザーの来所は極めて少ない 
• 所属機関の閉鎖 
• 書類が作成できない、年度を超えた従事者認定が出来ない 
• 帰国できない 
• 感染した場合の対応、感染の「恐れ」がある場合の対応

Covid19対応
外部からの従事者の受入について
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• KEKの紹介 
• 施設、プロジェクト、利用者の数、被ばくの状況 
• 放射線業務従事の多様なあり方にたいする対応 
• データベースによる登録情報の共有 
• 放射線業務従事者が他施設で作業する際に必要となる内容のどこまで
がカバーできるのか。従事許可 

• 多くの大学や研究所が乗れる仕組みに 
• 本日参加していない大学、研究所 
• 電子署名（印鑑の廃止、記載内容の担保）、Eduroam

利用者・受入者に利する管理方式に向けて
まとめ

17
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⼩中規模⼤学の現状
⿃取⼤学の事例

⿃取⼤学研究推進
北実

⿃取⼤学における個⼈管理の現状
•被ばく管理

• 外部被ばく管理−全学共通
• 内部被ばく管理−各施設で実施

•健康診断
• 各キャンパスで実施

•教育訓練
• 新規教育：各施設で主任者が実施
• 再 教 育 ：共通で実施（2020年度〜）
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共通化ができた事情とできていない事情
p予算的な事情

• 外部被ばく管理（共通） →アイソトープ総合センターの設置に伴う措置
• 健康診断（別） →「お財布」が⿃取と⽶⼦で異なる

p過去からの慣例
• 内部被ばく（別） →算出⽅法、記録⽅法が異なる
• 健康診断（別） →⼈的資源の配分の問題（誰が動くか？）

p事業所の実情
• 新規教育（別）

ü医学部とそれ以外の学部の気質（？）の違い
ü利⽤状況の違い

• 再教育（共通）
ü負担を軽減したかった 「できていない」だけで

「できない」ではない

連携ネットワークへの期待

p安定的な安全管理
Ø学内事情に左右されにくい安定的な個⼈管理
Ø法令等の改正時、主任者1⼈で監督するより⾒落としの危険が減る

p学外施設利⽤時のスムーズ化
Ø個⼈管理情報の提供ついての全国共通化
Ø学外へ情報を提供する際の「原議書」からの解放
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(2020/11/29) 

「学内の放射線業務従事者情報管理体制に関するアンケート」 
(中間集計結果) 

1. 回答数
55 機関，68 事業所(のべ) 

三重⼤学，京都⼤学，佐賀⼤学，信州⼤学，千葉⼤学，⼤同⼤学，⼤阪⼤学(2)，
奥⽻⼤学，岐⾩⼤学，岡⼭⼤学(4)，島根⼤学，広島⼤学，弘前⼤学，徳島⼤
学，愛媛⼤学， 新潟⼤学(3)，⽇本⼤学，杏林⼤学，東京⼤学(2)，東北⼤学
(2)，東邦⼤学，法政⼤学，熊本⼤学，神⼾⼤学，秋⽥⼤学，群⾺⼤学，⿃取
⼤学，北海道⼤学(3)，名古屋⼤学(2)，宇都宮⼤学，順天堂⼤学，⿅児島⼤学，
⼤阪府⽴⼤学，⼤阪教育⼤学，⼥⼦栄養⼤学，岩⼿医科⼤学，東京⼯業⼤学，
東京海洋⼤学，東京都⽴⼤学，浜松医科⼤学，理化学研究所，産業医科⼤学，
⽯巻専修⼤学，酪農学園⼤学，お茶の⽔⼥⼦⼤学，京都⼯芸繊維⼤学，京都府
⽴医科⼤学，国⽴遺伝学研究所，東京医科⻭科⼤学，東北医科薬科⼤学，⻑岡
技術科学⼤学，⾃然科学研究機構岡崎，沖縄科学技術⼤学院⼤学，奈良先端科
学技術⼤学院⼤学，⾼エネルギー加速器研究機構 (順不同) 

うち，岡⼭⼤学と新潟⼤学は，RI 業務従事者(RI 規制法)と X 線業務従事者(電
離則)を分けて回答した。 

資料 2.2.5
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2. 従事者の属性 
RI 規制法で定義される放射線業務従事者 39+3=42 [施設] 
X 線業務従事者(電離則のみ)  2 
RI 規制法で定義される放射線業務従事者, X 線業務従事者(電離則のみ) 
     20+2 = 22 
RI 規制法で定義される放射線業務従事者, X 線業務従事者(電離則のみ), その他
(医療従事者)    2 
 
3. 従事者の⾝分 
職員   12 [施設] 
職員, 学⽣  43 
職員, 学⽣, その他 13 

その他の内訳(ママ): 学外者，業務委託，派遣職員，共同研究員，共同研究者，
客員研究員，業務委託者，共同利⽤研究者，学振特別研究員 PD等，研究員・
派遣職員，研究⽣・受託研究員，他⼤学所属者・研究員，利⽤ユーザー・業者
など 
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4. 従事者の概数 
[ 属性別 ] 
RI 規制法で定義される放射線業務従事者    
   3,989 [⼈] 
X 線業務従事者(電離則のみ)     
   100 
RI 規制法で定義される放射線業務従事者, X 線業務従事者(電離則のみ)  

4,109 
RI 規制法で定義される放射線業務従事者, X 線業務従事者(電離則のみ), その他
(医療従事者等)  1,254 
 
[ ⾝分別 ] 
職員のみ  1,517 
学⽣のみ  0 
職員, 学⽣  5,179 
職員, 学⽣, その他 2,756 

その他内訳: 学外者, 業務委託, 派遣職員, 共同研究員, 共同研究者, 客員研
究員, 業務委託者, 共同利⽤研究者, 学振特別研究員 PD 等, 研究員・派遣職
員, 研究⽣・受託研究員, 他⼤学所属者・研究員, 利⽤ユーザー・業者など 
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5. 従事者数・事業所数 
従事者数は，不明 1，無回答 2があった。 
事業所数は，無回答 2があった。(うち 1 機関は事業所がなくて従事者が 1 名い
る。) 
 
従事者数   9,452 [⼈] 
事業所数   243 
機関あたり平均従事者数  139 [⼈/機関] 
機関あたり平均事業所数  3.57 
事業所あたり平均従事者数 38.9 [⼈/事業所] 
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6. 教育訓練 
6.1. 管理部署(新規) 
(重複あり) 
各事業所(RI 規制法上)  52 
アイソトープ総合センター 22 
各事業場(労働安全衛⽣法上) 13 
その他    5 

その他内訳: 技術部, 研究推進機構 共⽤設備基盤センター放射性同位元素部
⾨, 環境安全保健機構, 放射線安全委員会, ⼤学院放射線管理室, ⽇本アイソ
トープ協会 

 
(パターン別集計) 
RI 事業所のみ    31 
センターのみ    9 
事業場のみ(安衛法)   2 
RI 事業所＋事業場(安衛法)  7 
RI 事業所＋センター   10 
センター＋事業場(安衛法) 1 
RI 事業所＋センター＋事業場(安衛法) 2 
その他の部署が単独で管理  3 
それ以外の組み合わせ   2 
 
6.2 ⽅法(新規) 
(重複あり) 
従事者管理システム   22 
紙ベース    50 
Excel など汎⽤スプレッドシートソフトウェア 44 
その他     1 

その他内訳: 受講者本⼈ 
 
(パターン別集計) 
システムのみ    7 
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紙ベースのみ    9 
Excelのみ    9 
システム＋紙    7 
システム＋Excel    1 
紙＋Excel    27 
システム＋紙＋Excel   7 
その他     1 

その他内訳: 受講者本⼈ 
 
6.3 管理部署(再教育) 
(重複あり) 
各事業所(RI 規制法上)   55 
アイソトープ総合センター  19 
各事業場(労働安全衛⽣法上)  13 
その他     6 

その他内訳: 技術部, 放射線管理室, ⽇本アイソトープ協会, 初回以外はそれ
ぞれの施設の判断により異なる 

 
(パターン別集計) 
RI 事業所のみ    35 
センターのみ    6 
事業場のみ(安衛法)   1 
RI 事業所＋事業場(安衛法)  6 
RI 事業所＋センター   10 
センター＋事業場(安衛法)   1 
RI 事業所＋センター＋事業場(安衛法) 2 
その他の部署が単独で管理  3 
それ以外の組み合わせ   4 
 
6.4 ⽅法(再教育) 
(重複あり) 
従事者管理システム   20 
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紙ベース    48 
Excel など汎⽤スプレッドシートソフトウェア 45 
その他     3 

その他内訳: 受講者本⼈, 事業所によって異なる, 初回以外はそれぞれの施設
の判断により異なる 

 
(パターン別集計) 
システムのみ    6 
紙ベースのみ    8 
Excelのみ    10 
システム＋紙    6 
システム＋Excel    1 
紙＋Excel    27 
システム＋紙＋Excel   7 
その他     3 

その他内訳: 受講者本⼈, 事業所によって異なる, 初回以外はそれぞれの施設
の判断により異なる 
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7. 被ばく管理 
7.1 管理部署(外部被ばく)  
(重複あり) 
各事業所(RI 規制法上)  55 
アイソトープ総合センター 18 
各事業場(労働安全衛⽣法上) 15 
その他    11 

その他内訳: RI 管理室、事務(経営管理課)、安全衛⽣管理室にて管理, 環境安
全保健機構, 陽東地区は別事業場として学部事務で測定依頼等を管理, 保健
管理センター, 従事者本⼈, 放射線管理室, 従事者の所属部局（個⼈データの
ファイルサーバーは技術部管理） 

 
(パターン別集計) 
RI 事業所のみ    32 
センターのみ    7 
事業場のみ(安衛法)   3 
RI 事業所＋事業場(安衛法)  7 
RI 事業所＋センター   8 
センター＋事業場(安衛法)   0 
RI 事業所＋センター＋事業場(安衛法) 1 
その他の部署が単独で管理  3 
それ以外の組み合わせ   7 
 
7.2 ⽅法(外部被ばく) 
(重複あり) 
従事者管理システム        27 
紙ベース           55 
Excel など汎⽤スプレッドシートソフトウェア       20 
その他      8 

その他内訳: ⻑瀬ランダウアの easy システム, 個⼈被ばく測定サービスの業
者が提供するソフトウェア, 測定業者の web システム, ⻑瀬ランダウアの外
部被ばく線量管理ソフト,  
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⻑瀬ランダウア社製ソフト及び当施設中央監視装置, 従事者本⼈, 個⼈被ば
く線量計業者（⻑瀬ランダウア）のデータベース 

 
(パターン別集計) 
システムのみ      7 
紙ベースのみ      22 
Excelのみ      4 
システム＋紙      15 
システム＋Excel 1 
紙＋Excel   0 
システム＋紙＋Excel  3 
その他のみ   1 
紙＋Excel＋その他  11 
紙＋その他   2 
システム＋紙＋Exel＋その他      1 
 
7.3 管理部署(内部被ばく)  
(重複あり) 
各事業所(RI 規制法上)  59 
アイソトープ総合センター 14 
各事業場(労働安全衛⽣法上) 7 
該当なし   2 
その他    8 

その他内訳: 技術部, 環境安全保健機構, 保健管理センター, 放射線安全委員
会, 従事者本⼈, 放射線管理室 

 
(パターン別集計) 
RI 事業所のみ   41 
センターのみ   5 
事業場のみ(安衛法)  0 
RI 事業所＋事業場(安衛法) 6 
RI 事業所＋センター  7 
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センター＋事業場(安衛法)  0 
RI 事業所＋センター＋事業場(安衛法)  
その他の部署が単独で管理 2 
それ以外の組み合わせ  5 
 
7.4 ⽅法(内部被ばく) 
(重複あり) 
従事者管理システム  23 
紙ベース   52 
Excel など汎⽤スプレッドシートソフトウェア 27 
その他    2 
その他内訳: 対象が加速器による空気の放射化のみなので、通常業務では計算評
価として測定限界以下としている, 従事者本⼈ 
 
(パターン別集計) 
システムのみ   5 
紙ベースのみ   22 
Excelのみ   7 
システム＋紙   11 
システム＋Excel   1 
紙＋Excel   12 
システム＋紙＋Excel  6 
その他のみ   1 
該当なし   2 
紙＋Excel＋その他  1 
紙＋その他   0 
システム＋紙＋Exel＋その他 0 
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8. 健康診断 
8.1 管理部署 
(重複あり) 
各事業所(RI 規制法上)  41 
アイソトープ総合センター 11 
学内保健管理センター  35 
各事業場(労働安全衛⽣法上) 14 
その他 15 

その他内訳: 事務(職員チーム)、安全衛⽣管理室でも保管, ⼤学本部 労務福
利課, 職員は⼈事労務チーム（課），学⽣は学務チーム（課）, 保健管理センタ
ーが保管、事業所に配布された複製も保管, 従事者本⼈, 担当事務部⾨, 環境
安全本部, ⼤学の各部局総務課, 放射線管理室, 環境安全保健機構, ⼈事課労
務室, 学内の事務センター（総務課）, 安全衛⽣部保健衛⽣管理課⿅⽥安全衛
⽣グループ, 労務課（個⼈データのファイルサーバーは技術部管理） 

 
(パターン別集計) 
RI 事業所のみ    10 
センターのみ    1 
保健管理センターのみ   1 
事業場のみ(安衛法)   0 
RI 事業所＋事業場(安衛法)  7 
RI 事業所＋センター   3 
センター＋事業場(安衛法)   0 
RI 事業所＋保健管理セ   9 
RI 事業所＋保健管理セ＋事業場(安衛法) 2 
RI 事業所＋センター＋保健管理セ  5 
RI 事業所＋センター＋事業場(安衛法)  
その他の部署が単独で管理  10 
それ以外の組み合わせ   9 
 
8.2 ⽅法  
(重複あり) 
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従事者管理システム    18 
紙ベース     58 
Excel など汎⽤スプレッドシートソフトウェア 34 
その他      2 

その他内訳: RI作業に従事できるか否かは従事者管理システムで管理、健康診
断の情報は、保健センターと RI センターが管理, 他の特殊健康診断も含めた
データベース 

 
(パターン別集計) 
システムのみ   4 
紙ベースのみ   21 
Excelのみ   2 
システム＋紙   8 
システム＋Excel   2 
紙＋Excel   25 
システム＋紙＋Excel  4 
その他のみ   1 
紙＋Excel＋その他  0 
紙＋その他   0 
システム＋紙＋Exel＋その他 0 
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9. 全学⼀元管理部署 
なし/無回答  39+4 = 43 
あり   25-2 = 23 
「あり」の場合の具体的な部署名:   
医務室 
技術部 
研究協⼒係 
研究推進課 
放射線管理室 
研究・産学連携課  
安全衛⽣セクション 
放射線総合センター(2) 
環境安全衛⽣管理室 
先進機器共⽤推進部 RIセンター 
⼀元管理はしていない 
アイソトープ研究センター 
アイソトープ総合センター(2) 
環境安全保健機構放射線管理部⾨ 
バイオサイエンス教育研究センター 
放射線・アイソトープ⽀援ユニット 
総務部研究・地域連携課産学・地域連携係 
検診記録のみ安全衛⽣機構が管理、その他はない 
アイソトープ総合センター（全ての情報ではないが） 
研究推進機構研究基盤センター（但し外部被ばくのみ）） 
外部被ばく線量の測定結果をアイソトープ総合センターの EASY というシステ
ムにより全学で⼀元管理している。 
全学的な「放射線安全管理委員会」が設置されたが、情報の集約・管理等につい
ては未だ未整備の段階 
情報の管理は各部局であるが、アイソトープ総合センターが従事者管理システ
ムを管理する形で⼀元管理する形にはなっている。 
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10. 管理⽅法別の従事者数 
教育訓練，被ばく管理，健康診断の各項⽬について，それぞれの管理⽅法(紙ベ
ースか，Excel などのスプレッドシートか，個⼈管理システムか)ごとの対象従
事者数を集計した。 
 
10.1 教育訓練 
(新規) 
システムのみ  372 [⼈] 
紙ベースのみ  1,123 
Excelのみ  1,135 
システム＋紙  1,507 
システム＋Excel  20 
紙＋Excel  3,672 
システム＋紙＋Excel 1,622 
その他   1 
その他内訳: 受講者本⼈ 
(再教育) 
システムのみ  302 [⼈] 
紙ベースのみ  523 
Excelのみ  1,735 
システム＋紙  1,407 
システム＋Excel  20 
紙＋Excel  3,822 
システム＋紙＋Excel 1,572 
その他   71 
その他内訳: 受講者本⼈, 事業所によって異なる, 初回以外はそれぞれの施設の
判断により異なる 
 
10.2 被ばく管理 
(外部被ばく) 
システムのみ  680 [⼈] 
紙ベースのみ  2,320 
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Excelのみ  802 
システム＋紙  2,612 
システム＋Excel  20 
紙＋Excel  2,221 
システム＋紙＋Excel 796 
その他   1 

その他内訳: 受講者本⼈ 
測定業者のシステム利⽤については集計に含めていない。 
 
(内部被ばく) 
システムのみ  510 [⼈] 
紙ベースのみ  2,963 
Excelのみ  1,189 
システム＋紙  1,608 
システム＋Excel  35 
紙＋Excel  2,083 
システム＋紙＋Excel 963 
該当なし  100 
その他  1 

その他内訳: 受講者本⼈, 事業所によって異なる, 初回以外はそれぞれの施設
の判断により異なる 

 
10.3 健康診断 
(健康診断) 
システムのみ  345[⼈] 
紙ベースのみ  2,330 
Excelのみ  30 
システム＋紙  848 
システム＋Excel  329 
紙＋Excel  4,657 
システム＋紙＋Excel 913 
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メールアドレス *

学内の放射線業務従事者情報管理体制に
関するアンケート
以下のアンケートにご協力ください。
・教育訓練
・被ばく管理
・健康診断
の３つのセクションに分かれています。
なお、RI業務従事者(RI規制法)、X線業務従事者(電離則)で扱いが異なる場合や、学生と職員
で扱いが異なるという場合は、回答を複数お寄せください。
また大学全体の状況が不明の場合は所属事業所の状況をご回答ください。

本アンケートの背景については、大学等放射線施設協議会のサイトをご覧下さい。
https://shisetsu.ric.u-tokyo.ac.jp/pdf/presen20200908.pdf

*必須

メールアドレス

大学・事業所名 *

回答を入力

回答者名 *

回答を入力

学内の放射線業務従事者情報管理体制に関するアンケート https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe4y9ZG...

1 / 4 2020/09/23 21:56
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RI業務従事者(RI規制法)とX線業務従事者(電離則)で扱いが異なる場合や、学生と
職員で扱いが異なるという場合は、回答を複数送信して下さい。次の2つの設問で
は、①業務従事者の「属性」(RI規制法か電離則か)②業務従事者の「身分」(職員
か学生か)についてお聞きしていますので、この送信分が対象としている業務従事
者の「属性」と「身分」をここで限定して下さい。

RI業務従事者(RI規制法)

X線業務従事者(電離則)

その他:

職員

学生

その他:

①本アンケート回答に含まれる業務従事者の「属性」は以下のどれにあてはまり
ますか？（複数選択可能）

②本アンケート回答に含まれる業務従事者の「身分」は以下のどれにあてはまり
ますか？（複数選択可能）

学内(あるいは施設)の従事者の概数を教えてください

回答を入力

本アンケートで対象としている学内の事業所数を教えてください
従事者の属性で「RI業務従事者」選んだ方はRI事業所数、「X線業務従事者」を選んだ方はX線発生装置所
有部局数、両方をチェックされた方は両方の和を記載ください。

回答を入力

学内の放射線業務従事者情報管理体制に関するアンケート https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe4y9ZG...

2 / 4 2020/09/23 21:56
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1/4 ページ

Google フォームでパスワードを送信しないでください。

このフォームは 国立大学法人東北大学 内部で作成されました。 不正行為の報告

次へ

学内の放射線業務従事者情報管理体制に関するアンケート https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe4y9ZG...
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教育訓練

各事業所(RI規制法上)

アイソトープ総合センター

各事業場(労働安全衛生法上)

その他:

従事者管理システム

紙ベース

Excelなど汎用スプレッドシートソフトウェア

その他:

学内の放射線業務従事者情報管理体制に
関するアンケート
*必須

学内の初期教育訓練（管理区域に立入る前の最初の教育訓練）の情報はどこで管
理していますか？(複数選択可) *

初期教育訓練の情報はどのように管理していますか？(複数選択可) *

学内の放射線業務従事者情報管理体制に関するアンケート https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe4y9ZG...
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各事業所(RI規制法上)

アイソトープ総合センター

各事業場(労働安全衛生法上)

その他:

従事者管理システム

紙ベース

Excelなど汎用スプレッドシートソフトウェア

その他:

2/4 ページ

Google フォームでパスワードを送信しないでください。

このフォームは 国立大学法人東北大学 内部で作成されました。 不正行為の報告

学内の再教育訓練（定期教育訓練）の情報はどこで管理していますか？(複数選択
可) *

再教育訓練の情報はどのように管理していますか？(複数選択可) *

戻る 次へ

学内の放射線業務従事者情報管理体制に関するアンケート https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe4y9ZG...
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被ばく管理

各事業所(RI規制法上)

アイソトープ総合センター

保健管理センター

各事業場(労働安全衛生法上)

その他:

従事者管理システム

紙ベース

Excelなど汎用スプレッドシートソフトウェア

その他:

学内の放射線業務従事者情報管理体制に
関するアンケート
*必須

従事者の外部被ばくのデータ（個人線量計の結果）はどこで管理していますか？
(複数選択可) *

外部被ばくの情報はどのように管理していますか？(複数選択可) *

学内の放射線業務従事者情報管理体制に関するアンケート https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe4y9ZG...
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各事業所(RI規制法上)

アイソトープ総合センター

保健管理センター

各事業場(労働安全衛生法上)

その他:

従事者管理システム

紙ベース

Excelなど汎用スプレッドシートソフトウェア

その他:

3/4 ページ

Google フォームでパスワードを送信しないでください。

このフォームは 国立大学法人東北大学 内部で作成されました。 不正行為の報告

従事者の内部被ばくのデータはどこで管理していますか？(複数選択可) *

内部被ばくの情報はどのように管理していますか？(複数選択可) *

戻る 次へ

学内の放射線業務従事者情報管理体制に関するアンケート https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe4y9ZG...
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健康診断

各事業所(RI規制法上)

アイソトープ総合センター

学内保健管理センター

各事業場(労働安全衛生法上)

その他:

従事者管理システム

紙ベース

Excelなど汎用スプレッドシートソフトウェア

その他:

学内の放射線業務従事者情報管理体制に
関するアンケート
*必須

従事者の健康診断の記録はどこで管理していますか？(複数選択可) *

健康診断の情報はどのように管理していますか？(複数選択可) *

放射線業務従事者の情報を「全学で」一元管理している部署がある場合は，その
部署名をご記入下さい　(例: 「アイソトープ総合センター」)

回答を入力

学内の放射線業務従事者情報管理体制に関するアンケート https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe4y9ZG...
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回答のコピーが指定したアドレスにメールで送信されます。

4/4 ページ

Google フォームでパスワードを送信しないでください。

reCAPTCHA
プライバシー利用規約

このフォームは 国立大学法人東北大学 内部で作成されました。 不正行為の報告

教育訓練・被ばくデータ・健康診断記録の部局間でのやりとりでお困りのことや
ご意見がございましたら記載ください。

回答を入力

戻る 送信

学内の放射線業務従事者情報管理体制に関するアンケート https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe4y9ZG...
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学内の放射線業務従事者情報管理体制
に関するアンケート

(集計中)
実施者: 大学等放射線施設協議会
期間: 2020年9月～
回答: 55機関(大学)，68事業所 (11月時点)

教育訓練，被ばく管理，健康診断について，それぞれ学
内のどの部署が管理しているか，また管理の方法(従事者
管理システムを導入しているのか紙ベースなのか)につい
て聞いた。

1. 学内で一元管理を行って
いる部署があるか？[%]

2. 管理部署(重複を含む) [%]

学内で業務従事者の一元管理を行っていないという回答が
2/3であった。1/3の事業所では学内一元管理体制があるもの
の，事業所(事業場)ごとの管理も併用している例があった。

ある
34 ない

66
アイソトープ
総合センター

5324

13
10事業場

(労安法)

その他

事業所
(RI規制法)
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3. 管理の方法(重複を含む) [%]

管理の方法(メディア)としては紙ベースが半分近くあり，
Excel等のスプレッドシートを合わせると8割近くに達した。
従事者管理システムの導入は2割程度であった。

20

47

30

従事者管理
システム

紙ベース

Excel等の
スプレッド
シート

その他(3)

4. 困りごと等(自由記載欄) (抜粋)

「従事者一元管理システムがあるので、部局間のやり取りに
は支障を感じていない。しかしながら、他大学・他機関との
やり取りにおいて、必要としている健康診断の項目が異なっ
ていたため利用者に再度の健康診断を受診してもらった事が
あります」

「被ばく歴証明書等の様式が事業所によって異なる。一元管
理している部署がないため、その都度電話連絡して紙媒体で
情報をやり取りするなどの手間が生じている。外部施設利用
者について、他事業所とのやり取りで法改正後再教育訓練の
安全取扱の詳細（密封、非密封、発生装置毎の時間数等）ま
で求めている施設もあり、様式が異なる」
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まとめ

学内における従事者管理は，事業所(事業場)単位で行われてい
ることが多く，管理項目や様式が違うことから情報のやりと
りに手間がかかっている。
多くの事業所で紙ベースやExcel等で管理していることから，
業務負担も大きいと予想される。
一元管理することで管理と情報共有に係るコストの低減が期
待できる。
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放射線安全規制研究戦略的推進事業費 
（放射線防護研究分野における課題解決型ネットワーク

とアンブレラ型統合プラットフォームの形成）事業 

 
 
 
 
 

令和 2 年度事業成果報告書 
 

 

 

 

 

 

令和 3 年 3 月 

 
国立研究開発法人 量子科学技術研究開発機構 
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本報告書は、原子力規制委員会令和 2年度放射線安全規制研究戦略的推進事業費（放射線防護

研究分野における課題解決型ネットワークとアンブレラ型統合プラットフォームの形成）事業

による委託業務の成果を、代表機関である量子科学技術研究開発機構が、分担機関である日本

原子力研究開発機構および原子力安全研究協会とともに、協力機関である日本放射線安全管理

学会、日本放射線影響学会、日本放射線事故・災害医学会、日本保健物理学会の協力を得てと

りまとめたものである。 
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Ⅰ．事業の目的 

 

 「放射線防護研究分野における課題解決型ネットワークとアンブレラ型統合プラット

フォームの形成事業」（以下、「アンブレラ事業」という。）は、平成 29 年度に放射線防

護研究ネットワーク形成推進事業」の一課題として採択された事業である。主には以下

のような活動を行う。 

①放射線規制の課題解決を目的としたネットワーク（以下、課題解決型ネットワーク、

あるいはネットワーク）を複数立ち上げる。ネットワークでは、放射線安全規制研

究の重点テーマの提案や産学連携による調査や議論を行う。 

②各ネットワークのアウトプット創出を支援するとともに、異分野間での議論を可能

にするため、アンブレラ型統合プラットフォーム（以下、放射線防護アンブレラ、

あるいはアンブレラ）を形成する。アンブレラ活動として、ネットワークへの国際

動向の最新情報の提供や、ネットワークによる放射線防護の国内状況に関する調査

をまとめる。 

 

 こうしたアンブレラ事業の目的は、放射線規制の喫緊の課題の速やかな解決に、放射

線防護の専門家集団が適切に関与する仕組み作りにある。そのために、放射線防護の喫

緊の課題の解決に適したネットワークを形成しながら、放射線防護に関連する学術コミ

ュニティと放射線利用の現場をつなぐ活動を行うこととしている。 

 ここでいう「専門家集団の適切な関与」とは、従来のように個別の専門領域の視点で

さまざまな課題解決案を国等に提案するだけではなく、より幅広い専門家集団の総意と

して現実的な 1つの提案をする、あるいはステークホルダー間での合意形成や施策の実

施に協力することを意味している。こうした関与を可能にするためには、日常的に国際

動向に関する情報や問題意識を共有する環境、異なる分野の専門家やステークホルダー

が互いの立場や考え方を尊重しあいながら、共通の課題の解決に向けて連携・協調をす

る関係が必要である。そこで 5 年間かけてこうした環境の整備や連携・協調関係の構築

をするのが、アンブレラ事業の柱である。 

 さらに将来的には、原子力規制委員会や放射線審議会での審議上、必要と思われる調

査や議論のテーマ設定やネットワークの設置等の運営を、学術コミュニティが自主的に

行う体制への移行を事業目標として掲げている。 

 

 初年度である平成 29 年度には、放射線安全規制研究の重点テーマの提案、緊急時対

応人材の確保、並びに職業被ばくの国家線量登録制度構築を目指す 3 つのネットワー

クを立ち上げ、それぞれが抱える課題解決に適した運営を行い、放射線安全規制研究

の重点テーマの提案や、産学連携による放射線防護の課題解決に向けた調査や議論を

実施した。また各ネットワークのアウトプット創出を支援するとともに、異分野間で

の議論を可能にする「アンブレラ」の原型を形成し、その有用性の一部を確認した。 
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第 2年度にあたる平成 30 年度には、放射線安全規制研究の重点テーマに関する議論

を通じて、科学的知見の規制への取り込みにおけるアカデミアの役割について明確化

した。また緊急時対応人材の確保並びに職業被ばくの国家線量登録制度構築を目指す

ネットワークは、それぞれ関係するステークホルダーを巻き込む形でネットワークを

広げ、議論を進めた。 

第 3年度にあたる平成 31 年度は、先の 2年間の検討において、｢分野横断研究の推

進｣や｢研究成果と規制への取り入れのつなぎ｣、｢放射線防護人材の確保・育成｣などに

関して本格的に取り組む必要があることが明らかになったので、放射線防護アカデミ

アに参加する学会が積極的なアクションを行った。また 2 つのネットワークはそれぞ

れ緊急時対応人材の確保並びに職業被ばくの国家線量登録制度構築のための方策を提

案した。 

第 4年度にあたる令和 2 年度には、①アカデミアが課題を抽出⇒②課題解決に取り

組む部隊を組織化⇒③解決策を検討⇒④ステークホルダーと調整⇒⑤解決策を実施あ

るいは解決策を実施すべき主体に提言、という各プロセスを経験し、それぞれに必要

な仕組みづくりが完了した。また医療・原子カ・リスクなど放射線防護に関与する学

会と連携して分野横断的取組を行うとともに、コロナ禍においてオンラインを活用し

た情報発信を行った。さらに 2 つのネットワークはそれぞれ緊急時対応人材の確保並

びに職業被ばくの国家線量登録制度構築緊のための方策案をまとめ、多くのステーク

ホルダーからの意見を集めて反映した。本報告書ではこれらの活動をとりまとめる。 
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Ⅱ．事業遂行の実施体制 

 

 ネットワーク形成推進事業では、①代表機関は国際的機関や国際会議における議論に

ついて情報の収集及び把握をし、国際的な最新の知見を取り入れることができる体制と

なっていること、②国際的な最新知見を国内の関係研究者と共有し、国内における課題

について検討できる体制になっていることが採択時の要件となっている。 

 

実施体制 1：事業の運営主体である「代表機関と分担機関」 

 アンブレラ事業は、放射線防護に関連する代表的な国際機関（UNSCEAR、ICRP、

IAEA、WHO、OECD-NEA-CRPPH 等）と関連が深い量子科学技術研究開発機構（以下、量

研）、日本原子力研究開発機構（以下、原子力機構）、原子力安全研究協会（以下、原

安協）が受託し、この 3 機関が、国内の関係研究者間の国際動向情報の共有、自立的

な議論や調査、アウトプットの創出等を支援する役割を担っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1．令和 2 年度アンブレラ事業の実施体制  

【全体統括】 
量研・放射線医学総合研究所 神田玲子 

1．課題解決型 NW の設置とアウトプット創出 
 
(1）放射線防護方策の推進に関する検討 
 ＜担当＞  
   量研  神田玲子、赤羽恵一、山田裕 
 
(2）緊急時放射線防護検に関する検討 
 ＜担当＞ 

原子力機構 百瀬琢麿､高田千恵､ 
吉野直美､早川剛 

量研  立崎英夫、栗原治 
 
(3）職業被ばくの最適化推進 NW の運営 
 ＜担当＞ 

原子力機構 吉澤道夫､木内伸幸、髙橋聖 
小野瀬政浩、谷村嘉彦 

原安協  杉浦紳之 
 
(4）放射線防護分野のグローバル若手人材の

育成 
 ＜担当＞  

量研  神田玲子、小林隆子 

2．アンブレラによる情報共有と合意形成 
 
(1)国際動向に関するアンブレラ内の情報共有 
 ＜担当＞ 

原安協 杉浦紳之、野村智之  
量研   神田玲子、川口勇生 

 
(2)放射線防護に関するアンブレラ内の意思決定 
＜担当＞ 

量研      神田玲子､ 山田裕、岩岡和輝 
原子力機構 百瀬琢麿、吉澤道夫 
原安協   杉浦紳之 

 
(3）アンブレラから社会への情報発信 
＜担当＞ 

量研  坂内忠明、岩岡和輝、渡辺嘉人 
 
3．事業進捗の PDCA 
＜担当＞ 

量研      神田玲子、石黒千絵 
   原子力機構 百瀬琢麿、吉澤道夫 
   原安協    杉浦紳之 
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実施体制 2：議論や調査の主体である「課題解決型ネットワーク」 

 平成 29 年度に国内の放射線防護研究の推進にかかる検討を行なうネットワークとし

て「放射線防護アカデミア」を組織した。参加団体は、日本放射線安全管理学会、日

本放射線影響学会、日本放射線事故・災害医学会、日本保健物理学会および放射線影

響・防護の専門家グループである「放射線リスク・防護研究基盤」（通称 PLANET、量

研内設置委員会）で、4 年間変更はない。今年度は社会科学的要素がある研究分野の

議論にあたり、学際性の強い日本リスク学会と連携する等、放射線防護アカデミア内

外といった境界を設けず、分野横断的な議論を推進した。 

平成 29 年度に組織化した緊急時放射線防護ネットワークと職業被ばく最適化推進ネ

ットワークにはアカデミア参加学会関係者に加え、日本産業衛生学会、電力会社、研修

事業者、線量登録機関等、主要なステークホルダーがメンバーとして参加している。今

年度、職業被ばく最適化推進ネットワークは、大学 RI センター連携ネットワークと医

療被ばく研究情報ネットワークからの協力を得て、大学と医療現場の職業被ばく管理の

問題についてエビデンスベースの議論が進んだ。 

 

実施体制 3：事業の情報共有や合意形成の枠としての「アンブレラ」 

「国際的な最新知見を国内の関係研究者と共有し、国内における課題について検討す

る」仕組みとして考えているのが、学術コミュニティと課題解決型ネットワークをつな

ぐアンブレラ型のプラットフォーム、いわゆるアンブレラである。アンブレラ参加団体

に対し、テーマ別の報告会の開催等、関係者間の情報共有や横断的議論の場を提供する

とともに、ネットワークの代表者で構成された「代表者会議」がアンブレラの運営全般

に関与することで、放射線防護分野の全ステークホルダーが、個別の課題の解決と言っ

た共通の目的に向けて「情報共有」「連携」「協調」を進めている。今年度はコロナ禍に

おいて、Web を活用して情報配信や進路等の個別相談会を実施した。参加者は放射線防

護アカデミアに限定せず、実施体制のボーダーレス化が進んだ。

 

図 2．アンブレラの構成（令和 3 年 3 月現在、青い部分は今年度追加部分） 
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Ⅲ．5 年間のロードマップと第 4 年度の事業の位置づけ 

 

 アンブレラ事業では、事業内容を①課題解決型ネットワークによるアウトプット創出

と②放射線防護アンブレラによる情報共有と合意形成の 2 つに大きく分けている。両者

は、縦糸と横糸の関係であり、①のアウトプットが、放射線防護に係る課題解決のため

の提案および提案の根拠となるような調査結果であるのに対し、②の成果は、提案や調

査結果のとりまとめに至った合意形成の仕組み作りとなっている。 

 図 3 に本事業応募時に作成したロードマップを示す。このロードマップに沿って、第

1 年度である平成 29 年度には、放射線防護関連 4 学会が参加して、安全規制研究の重

点テーマの提案を行った。またネットワークを 2つ設置し、緊急時対応人材確保の方策

や職業被ばく管理制度に関する検討を始めた。こうした活動の報告に対し、代表者会議

がリードあるいはフォローを行った。さらに情報共有の場として国際動向報告会を、議

論や合意形成の場としてネットワーク合同報告会を、それぞれ開催した。 

 第 2 年度となる平成 30 年度においては、学会内での議論や行政と専門家の議論を深

めるため、調査機能を強化した。具体的には国際動向報告会のテーマを「国際機関にお

ける研究動向やニーズ」として、アカデミアの活動とリンクさせた。また、国内の放射

線防護研究の状況に関する調査として、放射線防護人材の年齢や専門性の分布の調査・

分析を実施した。さらには、職業被ばく最適化推進ネットワークに日本産業衛生学会が

参加し、ネットワークの拡充も達成した。 

 第 3 年度となる平成 31 年度においては、中間評価の年次であることも意識し、これ

までの活動や議論を集約してアウトプットを出すことに注力した。その過程において、

調査や議論、合意形成のプロセスを確立した。成果の一部は、放射線審議会や厚生労働

省の検討会等で発表した。国際動向報告会では、円卓討議とフロアからの Web ベースで

の意見聴取を試みたことなどにより、今後、本格化するステークホルダー会議の準備を

整えた。前年度の研究評価委員会のコメントを受けて、人材育成に関しては現状調査に

よる問題点の抽出と方策の検討の両面から取り組んだ。 

第 4年度となる令和 2年度は、これまでの活動を踏まえ、ネットワークによる①緊急

時対応人材の確保・育成および②職業被ばくの一元管理、放射線防護アカデミアによる

③放射線安全規制研究の重点テーマの提案と実施、④放射線防護人材の育成・確保、⑤

新たな線量に関する諸問題、⑥原子力・放射線事故対応の問題抽出に取り組み、課題解

決のためのプロセスの定型化（各段階での適切な主体による関与を含む）を完了した。

令和 2年度第 2回研究評価委員会（平令和 3年 2月 18 日開催）の評価結果として、「検

討項目が広がり過ぎている感がある。最終年度となる次年度においては、研究終了後の

課題解決型プラットフォーム或いはネットワークの将来像を意識して取りまとめて頂

きたい」とのコメントを得た。 

 こうした進捗と評価結果に鑑み、現時点ではロードマップを修正する必要はないと考

え、ロードマップに即して次年度の事業計画を作成した（Ⅵ.次年度の事業計画）。 
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図 3．アンブレラ事業のロードマップと令和 2 年度の進捗 
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	2-2-3_UMICネットワーク構成図20210105b
	_bnd_2-2-4
	2-4_01
	第53回日本保健物理学会研究発表会　WEB大会

	2-4_02
	2-4_03_New
	2-4_04_New
	2-4_11
	2-4_20
	2-4_21
	2-4_22_New
	2-4_23
	2-4_24
	2-4_25

	_bnd-2-2-5
	2-5_01
	2-5_02
	001
	002
	003
	004

	2-5_03




	R2a1.pdfから挿入したしおり
	20202106_令和2年度放射線安全規制研究戦略的推進事業費（放射線防護研究分野における課題解決型ネットワークとアンブレラ型統合プラットフォームの形成）事業.pdfから挿入したしおり
	20202106_令和2年度放射線安全規制研究戦略的推進事業費（放射線防護研究分野における課題解決型ネットワークとアンブレラ型統合プラットフォームの形成）事業.pdfから挿入したしおり
	付属資料
	〇
	空白ページ

	Wang and Yasuda (2020).pdf
	Introduction 
	On the Reproductive System 
	Effects on Female Reproductive System 
	Effects on Male Reproductive System 

	On Embryonic and Fetal Development 
	Effects on the Developing Embryo and Fetus 
	Effects on Developing Brain 
	Effects on Adult-Onset Noncancer Diseases 

	On Other Effects Related to Reproductive Ability 
	Lowering Fecundability 
	Sexual Dysfunction 

	Summary 
	References

	第
	空白ページ

	令和２年度緊急時放射線防護ネットワーク構築報告書統合版
	別添
	環境モニタリング分野における力量の目安及びガイドの目次案
	１．力量の目安について
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6

	別添
	避難退域時検査事前演習（宮城県）�視察報告
	演習概要
	演習の流れ
	演習の様子（1/2）
	演習の様子（2/2）
	演習視察における気づき点（1/2）
	演習視察における気づき点（2/2）


	〇代表者会議報告書案
	2.4.1　放射線防護アカデミア参加学会による人材育成の取り組み
	日本放射線影響学会、日本放射線安全管理学会、日本保健物理学会では、年次大会やシンポジウムなど学会が主催するイベントやWebを通じて、放射線防護人材の確保・育成に関連するセッションを企画・開催し、若手のポストマッチングや中堅のキャリアアップを支援する場を提供した。また本事業に若手を参画させることで、若手の活性化を行った。
	 日本放射線影響学会の取り組み（参考資料1）
	・第63回学術大会（WEB開催、福島市）に時期を合わせて、第7回キャリアパス・男女共同参画委員会企画セミナーをオンライン開催した。この取り組みでは、学生を含めた20代若手会員と中堅・シニア会員とのグループディスカッションが行われ、これが、キャリアパスやポスト開拓の話題などに関する若手と中堅・シニア会員との意見交換の場の提供になり、若手会員より参考になったとの好評を得た。
	・日本放射線影響学会とは別組織として活動してきた「若手放射線生物学研究会」を、2020年3月に「若手部会」として当該学会に統合した。これにより、若手部会の財政的基盤が安定し、若手会員の活躍の場が広がった。
	・今年度より、若手会員が学会活動に参画し、活躍する機会を増やすために、学会内の主要な委員会に若手部会が推薦する会員を含めて、14名の40歳未満の若手会員を委員として加えた。
	 日本放射線安全管理学会の取り組み（参考資料2）
	・第19回日本放射線安全管理学会学術大会において、若手セッションを企画し、3名の若手が、放射線生物学、核医学、放射線教育分野の発表を行った。
	・若手奨励金事業を学会規程化し、1 名あたり10 万円、各年度2 名を限度に若手が旅費、研究費として使え、研究活動実績ともなる奨励金を公募選考により授与した。また規程を変更し、准教授以上の授与を避けることにした。
	・昨年度行った放射線防護アカデミア会員のアンケート調査を分析し、日本放射線安全管理学会の現状報告を行った。
	 日本保健物理学会の取り組み（参考資料3）
	・「若手研究会（40歳以下の有志学会員）、「学友会（正・準学会員有志）」、「教員等協議会（教職員有志）」の組織を再整備し、確実な活動実施のための予算を優先的に確保、担当理事を新たに設置した。「若手研」「学友会」及び「教員等協議会」の３組織の合同会議を月１回のペースで開催、相互の情報・課題共有や課題解決に向けた議論等を通じて連携を強化した。この成果は、学会企画シンポジウム「学友会と若手研活動を通して見えた日本保健物理学会 ～未来に向けた提案～」（令和３年１月27日）で公表され、学会員と意見交換された。
	・「若手研」及び「学友会」組織の運営について、学会理事会が積極的に後方支援した。
	・若手研主催で「内部被曝モデル勉強会（シリーズ）」をオンライン形式で開始した。
	・IRPAの下で組織されている若手ネットワーク（IRPA-YGN）を通じて、IRPA-15（令和3年1月18～2月5日、オンライン＋韓国）で若手企画セッション等の計画・運営を主導的に行った。
	2.4.2　放射線防護分野のグローバル若手人材育成
	〇参考資料
	参考資料
	空白ページ



	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ




	R2a2.pdfから挿入したしおり
	20202106_令和2年度放射線安全規制研究戦略的推進事業費（放射線防護研究分野における課題解決型ネットワークとアンブレラ型統合プラットフォームの形成）事業.pdfから抽出した内容1.pdfから挿入したしおり
	20202106_令和2年度放射線安全規制研究戦略的推進事業費（放射線防護研究分野における課題解決型ネットワークとアンブレラ型統合プラットフォームの形成）事業.pdfから挿入したしおり
	20202106_令和2年度放射線安全規制研究戦略的推進事業費（放射線防護研究分野における課題解決型ネットワークとアンブレラ型統合プラットフォームの形成）事業.pdfから挿入したしおり
	付属資料
	〇
	空白ページ

	Wang and Yasuda (2020).pdf
	Introduction 
	On the Reproductive System 
	Effects on Female Reproductive System 
	Effects on Male Reproductive System 

	On Embryonic and Fetal Development 
	Effects on the Developing Embryo and Fetus 
	Effects on Developing Brain 
	Effects on Adult-Onset Noncancer Diseases 

	On Other Effects Related to Reproductive Ability 
	Lowering Fecundability 
	Sexual Dysfunction 

	Summary 
	References

	第
	空白ページ

	令和２年度緊急時放射線防護ネットワーク構築報告書統合版
	別添
	環境モニタリング分野における力量の目安及びガイドの目次案
	１．力量の目安について
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6

	別添
	避難退域時検査事前演習（宮城県）�視察報告
	演習概要
	演習の流れ
	演習の様子（1/2）
	演習の様子（2/2）
	演習視察における気づき点（1/2）
	演習視察における気づき点（2/2）


	〇代表者会議報告書案
	2.4.1　放射線防護アカデミア参加学会による人材育成の取り組み
	日本放射線影響学会、日本放射線安全管理学会、日本保健物理学会では、年次大会やシンポジウムなど学会が主催するイベントやWebを通じて、放射線防護人材の確保・育成に関連するセッションを企画・開催し、若手のポストマッチングや中堅のキャリアアップを支援する場を提供した。また本事業に若手を参画させることで、若手の活性化を行った。
	 日本放射線影響学会の取り組み（参考資料1）
	・第63回学術大会（WEB開催、福島市）に時期を合わせて、第7回キャリアパス・男女共同参画委員会企画セミナーをオンライン開催した。この取り組みでは、学生を含めた20代若手会員と中堅・シニア会員とのグループディスカッションが行われ、これが、キャリアパスやポスト開拓の話題などに関する若手と中堅・シニア会員との意見交換の場の提供になり、若手会員より参考になったとの好評を得た。
	・日本放射線影響学会とは別組織として活動してきた「若手放射線生物学研究会」を、2020年3月に「若手部会」として当該学会に統合した。これにより、若手部会の財政的基盤が安定し、若手会員の活躍の場が広がった。
	・今年度より、若手会員が学会活動に参画し、活躍する機会を増やすために、学会内の主要な委員会に若手部会が推薦する会員を含めて、14名の40歳未満の若手会員を委員として加えた。
	 日本放射線安全管理学会の取り組み（参考資料2）
	・第19回日本放射線安全管理学会学術大会において、若手セッションを企画し、3名の若手が、放射線生物学、核医学、放射線教育分野の発表を行った。
	・若手奨励金事業を学会規程化し、1 名あたり10 万円、各年度2 名を限度に若手が旅費、研究費として使え、研究活動実績ともなる奨励金を公募選考により授与した。また規程を変更し、准教授以上の授与を避けることにした。
	・昨年度行った放射線防護アカデミア会員のアンケート調査を分析し、日本放射線安全管理学会の現状報告を行った。
	 日本保健物理学会の取り組み（参考資料3）
	・「若手研究会（40歳以下の有志学会員）、「学友会（正・準学会員有志）」、「教員等協議会（教職員有志）」の組織を再整備し、確実な活動実施のための予算を優先的に確保、担当理事を新たに設置した。「若手研」「学友会」及び「教員等協議会」の３組織の合同会議を月１回のペースで開催、相互の情報・課題共有や課題解決に向けた議論等を通じて連携を強化した。この成果は、学会企画シンポジウム「学友会と若手研活動を通して見えた日本保健物理学会 ～未来に向けた提案～」（令和３年１月27日）で公表され、学会員と意見交換された。
	・「若手研」及び「学友会」組織の運営について、学会理事会が積極的に後方支援した。
	・若手研主催で「内部被曝モデル勉強会（シリーズ）」をオンライン形式で開始した。
	・IRPAの下で組織されている若手ネットワーク（IRPA-YGN）を通じて、IRPA-15（令和3年1月18～2月5日、オンライン＋韓国）で若手企画セッション等の計画・運営を主導的に行った。
	2.4.2　放射線防護分野のグローバル若手人材育成
	〇参考資料
	参考資料
	空白ページ



	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ





	R2a3.pdfから挿入したしおり
	20202106_令和2年度放射線安全規制研究戦略的推進事業費（放射線防護研究分野における課題解決型ネットワークとアンブレラ型統合プラットフォームの形成）事業.pdfから挿入したしおり
	20202106_令和2年度放射線安全規制研究戦略的推進事業費（放射線防護研究分野における課題解決型ネットワークとアンブレラ型統合プラットフォームの形成）事業.pdfから挿入したしおり
	付属資料
	〇
	空白ページ

	Wang and Yasuda (2020).pdf
	Introduction 
	On the Reproductive System 
	Effects on Female Reproductive System 
	Effects on Male Reproductive System 

	On Embryonic and Fetal Development 
	Effects on the Developing Embryo and Fetus 
	Effects on Developing Brain 
	Effects on Adult-Onset Noncancer Diseases 

	On Other Effects Related to Reproductive Ability 
	Lowering Fecundability 
	Sexual Dysfunction 

	Summary 
	References

	第
	空白ページ

	令和２年度緊急時放射線防護ネットワーク構築報告書統合版
	別添
	環境モニタリング分野における力量の目安及びガイドの目次案
	１．力量の目安について
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6

	別添
	避難退域時検査事前演習（宮城県）�視察報告
	演習概要
	演習の流れ
	演習の様子（1/2）
	演習の様子（2/2）
	演習視察における気づき点（1/2）
	演習視察における気づき点（2/2）


	〇代表者会議報告書案
	2.4.1　放射線防護アカデミア参加学会による人材育成の取り組み
	日本放射線影響学会、日本放射線安全管理学会、日本保健物理学会では、年次大会やシンポジウムなど学会が主催するイベントやWebを通じて、放射線防護人材の確保・育成に関連するセッションを企画・開催し、若手のポストマッチングや中堅のキャリアアップを支援する場を提供した。また本事業に若手を参画させることで、若手の活性化を行った。
	 日本放射線影響学会の取り組み（参考資料1）
	・第63回学術大会（WEB開催、福島市）に時期を合わせて、第7回キャリアパス・男女共同参画委員会企画セミナーをオンライン開催した。この取り組みでは、学生を含めた20代若手会員と中堅・シニア会員とのグループディスカッションが行われ、これが、キャリアパスやポスト開拓の話題などに関する若手と中堅・シニア会員との意見交換の場の提供になり、若手会員より参考になったとの好評を得た。
	・日本放射線影響学会とは別組織として活動してきた「若手放射線生物学研究会」を、2020年3月に「若手部会」として当該学会に統合した。これにより、若手部会の財政的基盤が安定し、若手会員の活躍の場が広がった。
	・今年度より、若手会員が学会活動に参画し、活躍する機会を増やすために、学会内の主要な委員会に若手部会が推薦する会員を含めて、14名の40歳未満の若手会員を委員として加えた。
	 日本放射線安全管理学会の取り組み（参考資料2）
	・第19回日本放射線安全管理学会学術大会において、若手セッションを企画し、3名の若手が、放射線生物学、核医学、放射線教育分野の発表を行った。
	・若手奨励金事業を学会規程化し、1 名あたり10 万円、各年度2 名を限度に若手が旅費、研究費として使え、研究活動実績ともなる奨励金を公募選考により授与した。また規程を変更し、准教授以上の授与を避けることにした。
	・昨年度行った放射線防護アカデミア会員のアンケート調査を分析し、日本放射線安全管理学会の現状報告を行った。
	 日本保健物理学会の取り組み（参考資料3）
	・「若手研究会（40歳以下の有志学会員）、「学友会（正・準学会員有志）」、「教員等協議会（教職員有志）」の組織を再整備し、確実な活動実施のための予算を優先的に確保、担当理事を新たに設置した。「若手研」「学友会」及び「教員等協議会」の３組織の合同会議を月１回のペースで開催、相互の情報・課題共有や課題解決に向けた議論等を通じて連携を強化した。この成果は、学会企画シンポジウム「学友会と若手研活動を通して見えた日本保健物理学会 ～未来に向けた提案～」（令和３年１月27日）で公表され、学会員と意見交換された。
	・「若手研」及び「学友会」組織の運営について、学会理事会が積極的に後方支援した。
	・若手研主催で「内部被曝モデル勉強会（シリーズ）」をオンライン形式で開始した。
	・IRPAの下で組織されている若手ネットワーク（IRPA-YGN）を通じて、IRPA-15（令和3年1月18～2月5日、オンライン＋韓国）で若手企画セッション等の計画・運営を主導的に行った。
	2.4.2　放射線防護分野のグローバル若手人材育成
	〇参考資料
	参考資料
	空白ページ



	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ




	R2Hirao.pdfから挿入したしおり
	20202303令和2年度放射線安全規制研究戦略的推進事業費（ICRP2007年勧告等を踏まえた遮蔽安全評価法の適切な見直しに関する研究）事業.pdfから挿入したしおり
	成果報告書本文
	3.2.2 計算する線量種類の選定
	3.2.3　遮蔽線量計算用データベースのテーブル設計
	3.2.4 遮蔽材料の減衰係数算出
	3.2.5 遮蔽材料のビルドアップ係数算出

	3.3 作成した遮蔽線量計算用データの例示
	3.3.1 係数データベース構成管理ファイル
	3.3.2 減衰係数データファイル
	3.3.3 線量換算係数データファイル
	3.3.4 ビルドアップ係数データファイル
	4.2.3　光中性子線量ビルドアップ係数の定義について
	4.2.4 減衰係数の算出で考慮するガンマ線の相互作用について
	4.2.5 試計算の結果、及び今後の検討事項



	付録Ⅰ MicroShield Pro 技術仕様と受容性評価
	付録Ⅱ 海外規制利用コードのVNV検証項目と受容性評価
	付録Ⅲ 遮蔽計算法見直し提案と研究レビュー委員会意見
	付録Ⅳ ガンマ線遮蔽計算コードの海外実態調査で用いた調査票
	付録Ⅴ 新勧告取入れで求められる遮蔽計算法・計算コードの仕様・機能一覧
	付録Ⅵ 組込材料の組成・密度決定の根拠
	付録Ⅶ 遮蔽計算用DBのテーブル設計
	付録Ⅷ ガンマ線ビルドアップ係数グラフ
	付録Ⅸ 光中性子ビルドアップ係数グラフ
	付録Ⅹ ガンマ線遮蔽線量計算コードの基本設計内容
	付録Ⅺ 成果発表資料






	資料２－２－４ 令和４年度事後評価対象課題 成果報告書（令和２年度）_2_4_4.pdfから挿入したしおり
	資料２－２－４ 令和４年度事後評価対象課題 成果報告書（令和２年度）_2_4.pdfから挿入したしおり
	資料２－２－４ 令和４年度事後評価対象課題 成果報告書（令和２年度）_2.pdfから挿入したしおり
	資料２－２－４ 令和４年度事後評価対象課題 成果報告書（令和２年度）.pdfから挿入したしおり
	R2d1.pdfから挿入したしおり
	20202113_令和2年度放射線安全規制研究戦略的推進事業費（健全な放射線防護実現のためのアイソトープ総合センターをベースとした放射線教育と安全管理ネットワーク）事業.pdfから挿入したしおり
	report_watabe.pdfから挿入したしおり
	表1.3-1. 参加研究機関(◯：ネットワーク代表機関)
	1.4.1. 本年度より実施した新たな取組と成果
	１)大学等放射線施設協議会と共同で「学内の放射線業務従事者情報管理体制に関するアンケート」 を実施した。このアンケートはそれぞれの大学における従事者管理の現状を調査し、本事業が目指す全国一元管理の参考とするものである。このアンケートにより従事者一元管理の参考となる情報を得ることができた。本アンケートの結果の一部は、放射線安全管理学会学術大会のシンポジウムにおいて紹介した。
	２)SINETの専用線(L2-VPN)の利用が容易ではない機関を安全に本ネットワークに接続する技術を実証するため、対向VPNルータによる接続試験を行なった。この試験を行うことにより、本システムが様々な機関に拡大し得ることを確認した。
	1.4.2. 本年度の学会等での発表
	本年度も様々な学会等で本ネットワークの取り組みを紹介、広報した。学会発表は以下の通りである。
	学会発表(シンポジウム)
	全体会議2020_570424763
	2-2-1_富士電機報告
	2-2-2_標準ファイルフォーマットコンバータの開発
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	2-2-3_UMICネットワーク構成図20210105b
	_bnd_2-2-4
	2-4_01
	第53回日本保健物理学会研究発表会　WEB大会

	2-4_02
	2-4_03_New
	2-4_04_New
	2-4_11
	2-4_20
	2-4_21
	2-4_22_New
	2-4_23
	2-4_24
	2-4_25

	_bnd-2-2-5
	2-5_01
	2-5_02
	001
	002
	003
	004

	2-5_03




	R2d2.pdfから挿入したしおり
	20202113_令和2年度放射線安全規制研究戦略的推進事業費（健全な放射線防護実現のためのアイソトープ総合センターをベースとした放射線教育と安全管理ネットワーク）事業（２／２）.pdfから挿入したしおり
	report_watabe.pdfから挿入したしおり
	表1.3-1. 参加研究機関(◯：ネットワーク代表機関)
	1.4.1. 本年度より実施した新たな取組と成果
	１)大学等放射線施設協議会と共同で「学内の放射線業務従事者情報管理体制に関するアンケート」 を実施した。このアンケートはそれぞれの大学における従事者管理の現状を調査し、本事業が目指す全国一元管理の参考とするものである。このアンケートにより従事者一元管理の参考となる情報を得ることができた。本アンケートの結果の一部は、放射線安全管理学会学術大会のシンポジウムにおいて紹介した。
	２)SINETの専用線(L2-VPN)の利用が容易ではない機関を安全に本ネットワークに接続する技術を実証するため、対向VPNルータによる接続試験を行なった。この試験を行うことにより、本システムが様々な機関に拡大し得ることを確認した。
	1.4.2. 本年度の学会等での発表
	本年度も様々な学会等で本ネットワークの取り組みを紹介、広報した。学会発表は以下の通りである。
	学会発表(シンポジウム)
	全体会議2020_570424763
	2-2-1_富士電機報告
	2-2-2_標準ファイルフォーマットコンバータの開発
	2-2-3_UMICネットワーク構成図20210105b
	_bnd_2-2-4
	2-4_01
	第53回日本保健物理学会研究発表会　WEB大会

	2-4_02
	2-4_03_New
	2-4_04_New
	2-4_11
	2-4_20
	2-4_21
	2-4_22_New
	2-4_23
	2-4_24
	2-4_25

	_bnd-2-2-5
	2-5_01
	2-5_02
	001
	002
	003
	004

	2-5_03




	R2a1.pdfから挿入したしおり
	20202106_令和2年度放射線安全規制研究戦略的推進事業費（放射線防護研究分野における課題解決型ネットワークとアンブレラ型統合プラットフォームの形成）事業.pdfから挿入したしおり
	20202106_令和2年度放射線安全規制研究戦略的推進事業費（放射線防護研究分野における課題解決型ネットワークとアンブレラ型統合プラットフォームの形成）事業.pdfから挿入したしおり
	付属資料
	〇
	空白ページ

	Wang and Yasuda (2020).pdf
	Introduction 
	On the Reproductive System 
	Effects on Female Reproductive System 
	Effects on Male Reproductive System 

	On Embryonic and Fetal Development 
	Effects on the Developing Embryo and Fetus 
	Effects on Developing Brain 
	Effects on Adult-Onset Noncancer Diseases 

	On Other Effects Related to Reproductive Ability 
	Lowering Fecundability 
	Sexual Dysfunction 

	Summary 
	References

	第
	空白ページ

	令和２年度緊急時放射線防護ネットワーク構築報告書統合版
	別添
	環境モニタリング分野における力量の目安及びガイドの目次案
	１．力量の目安について
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6

	別添
	避難退域時検査事前演習（宮城県）�視察報告
	演習概要
	演習の流れ
	演習の様子（1/2）
	演習の様子（2/2）
	演習視察における気づき点（1/2）
	演習視察における気づき点（2/2）


	〇代表者会議報告書案
	2.4.1　放射線防護アカデミア参加学会による人材育成の取り組み
	日本放射線影響学会、日本放射線安全管理学会、日本保健物理学会では、年次大会やシンポジウムなど学会が主催するイベントやWebを通じて、放射線防護人材の確保・育成に関連するセッションを企画・開催し、若手のポストマッチングや中堅のキャリアアップを支援する場を提供した。また本事業に若手を参画させることで、若手の活性化を行った。
	 日本放射線影響学会の取り組み（参考資料1）
	・第63回学術大会（WEB開催、福島市）に時期を合わせて、第7回キャリアパス・男女共同参画委員会企画セミナーをオンライン開催した。この取り組みでは、学生を含めた20代若手会員と中堅・シニア会員とのグループディスカッションが行われ、これが、キャリアパスやポスト開拓の話題などに関する若手と中堅・シニア会員との意見交換の場の提供になり、若手会員より参考になったとの好評を得た。
	・日本放射線影響学会とは別組織として活動してきた「若手放射線生物学研究会」を、2020年3月に「若手部会」として当該学会に統合した。これにより、若手部会の財政的基盤が安定し、若手会員の活躍の場が広がった。
	・今年度より、若手会員が学会活動に参画し、活躍する機会を増やすために、学会内の主要な委員会に若手部会が推薦する会員を含めて、14名の40歳未満の若手会員を委員として加えた。
	 日本放射線安全管理学会の取り組み（参考資料2）
	・第19回日本放射線安全管理学会学術大会において、若手セッションを企画し、3名の若手が、放射線生物学、核医学、放射線教育分野の発表を行った。
	・若手奨励金事業を学会規程化し、1 名あたり10 万円、各年度2 名を限度に若手が旅費、研究費として使え、研究活動実績ともなる奨励金を公募選考により授与した。また規程を変更し、准教授以上の授与を避けることにした。
	・昨年度行った放射線防護アカデミア会員のアンケート調査を分析し、日本放射線安全管理学会の現状報告を行った。
	 日本保健物理学会の取り組み（参考資料3）
	・「若手研究会（40歳以下の有志学会員）、「学友会（正・準学会員有志）」、「教員等協議会（教職員有志）」の組織を再整備し、確実な活動実施のための予算を優先的に確保、担当理事を新たに設置した。「若手研」「学友会」及び「教員等協議会」の３組織の合同会議を月１回のペースで開催、相互の情報・課題共有や課題解決に向けた議論等を通じて連携を強化した。この成果は、学会企画シンポジウム「学友会と若手研活動を通して見えた日本保健物理学会 ～未来に向けた提案～」（令和３年１月27日）で公表され、学会員と意見交換された。
	・「若手研」及び「学友会」組織の運営について、学会理事会が積極的に後方支援した。
	・若手研主催で「内部被曝モデル勉強会（シリーズ）」をオンライン形式で開始した。
	・IRPAの下で組織されている若手ネットワーク（IRPA-YGN）を通じて、IRPA-15（令和3年1月18～2月5日、オンライン＋韓国）で若手企画セッション等の計画・運営を主導的に行った。
	2.4.2　放射線防護分野のグローバル若手人材育成
	〇参考資料
	参考資料
	空白ページ



	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ




	R2a2.pdfから挿入したしおり
	20202106_令和2年度放射線安全規制研究戦略的推進事業費（放射線防護研究分野における課題解決型ネットワークとアンブレラ型統合プラットフォームの形成）事業.pdfから抽出した内容1.pdfから挿入したしおり
	20202106_令和2年度放射線安全規制研究戦略的推進事業費（放射線防護研究分野における課題解決型ネットワークとアンブレラ型統合プラットフォームの形成）事業.pdfから挿入したしおり
	20202106_令和2年度放射線安全規制研究戦略的推進事業費（放射線防護研究分野における課題解決型ネットワークとアンブレラ型統合プラットフォームの形成）事業.pdfから挿入したしおり
	付属資料
	〇
	空白ページ

	Wang and Yasuda (2020).pdf
	Introduction 
	On the Reproductive System 
	Effects on Female Reproductive System 
	Effects on Male Reproductive System 

	On Embryonic and Fetal Development 
	Effects on the Developing Embryo and Fetus 
	Effects on Developing Brain 
	Effects on Adult-Onset Noncancer Diseases 

	On Other Effects Related to Reproductive Ability 
	Lowering Fecundability 
	Sexual Dysfunction 

	Summary 
	References

	第
	空白ページ

	令和２年度緊急時放射線防護ネットワーク構築報告書統合版
	別添
	環境モニタリング分野における力量の目安及びガイドの目次案
	１．力量の目安について
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6

	別添
	避難退域時検査事前演習（宮城県）�視察報告
	演習概要
	演習の流れ
	演習の様子（1/2）
	演習の様子（2/2）
	演習視察における気づき点（1/2）
	演習視察における気づき点（2/2）


	〇代表者会議報告書案
	2.4.1　放射線防護アカデミア参加学会による人材育成の取り組み
	日本放射線影響学会、日本放射線安全管理学会、日本保健物理学会では、年次大会やシンポジウムなど学会が主催するイベントやWebを通じて、放射線防護人材の確保・育成に関連するセッションを企画・開催し、若手のポストマッチングや中堅のキャリアアップを支援する場を提供した。また本事業に若手を参画させることで、若手の活性化を行った。
	 日本放射線影響学会の取り組み（参考資料1）
	・第63回学術大会（WEB開催、福島市）に時期を合わせて、第7回キャリアパス・男女共同参画委員会企画セミナーをオンライン開催した。この取り組みでは、学生を含めた20代若手会員と中堅・シニア会員とのグループディスカッションが行われ、これが、キャリアパスやポスト開拓の話題などに関する若手と中堅・シニア会員との意見交換の場の提供になり、若手会員より参考になったとの好評を得た。
	・日本放射線影響学会とは別組織として活動してきた「若手放射線生物学研究会」を、2020年3月に「若手部会」として当該学会に統合した。これにより、若手部会の財政的基盤が安定し、若手会員の活躍の場が広がった。
	・今年度より、若手会員が学会活動に参画し、活躍する機会を増やすために、学会内の主要な委員会に若手部会が推薦する会員を含めて、14名の40歳未満の若手会員を委員として加えた。
	 日本放射線安全管理学会の取り組み（参考資料2）
	・第19回日本放射線安全管理学会学術大会において、若手セッションを企画し、3名の若手が、放射線生物学、核医学、放射線教育分野の発表を行った。
	・若手奨励金事業を学会規程化し、1 名あたり10 万円、各年度2 名を限度に若手が旅費、研究費として使え、研究活動実績ともなる奨励金を公募選考により授与した。また規程を変更し、准教授以上の授与を避けることにした。
	・昨年度行った放射線防護アカデミア会員のアンケート調査を分析し、日本放射線安全管理学会の現状報告を行った。
	 日本保健物理学会の取り組み（参考資料3）
	・「若手研究会（40歳以下の有志学会員）、「学友会（正・準学会員有志）」、「教員等協議会（教職員有志）」の組織を再整備し、確実な活動実施のための予算を優先的に確保、担当理事を新たに設置した。「若手研」「学友会」及び「教員等協議会」の３組織の合同会議を月１回のペースで開催、相互の情報・課題共有や課題解決に向けた議論等を通じて連携を強化した。この成果は、学会企画シンポジウム「学友会と若手研活動を通して見えた日本保健物理学会 ～未来に向けた提案～」（令和３年１月27日）で公表され、学会員と意見交換された。
	・「若手研」及び「学友会」組織の運営について、学会理事会が積極的に後方支援した。
	・若手研主催で「内部被曝モデル勉強会（シリーズ）」をオンライン形式で開始した。
	・IRPAの下で組織されている若手ネットワーク（IRPA-YGN）を通じて、IRPA-15（令和3年1月18～2月5日、オンライン＋韓国）で若手企画セッション等の計画・運営を主導的に行った。
	2.4.2　放射線防護分野のグローバル若手人材育成
	〇参考資料
	参考資料
	空白ページ



	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ





	R2a3.pdfから挿入したしおり
	20202106_令和2年度放射線安全規制研究戦略的推進事業費（放射線防護研究分野における課題解決型ネットワークとアンブレラ型統合プラットフォームの形成）事業.pdfから挿入したしおり
	20202106_令和2年度放射線安全規制研究戦略的推進事業費（放射線防護研究分野における課題解決型ネットワークとアンブレラ型統合プラットフォームの形成）事業.pdfから挿入したしおり
	付属資料
	〇
	空白ページ

	Wang and Yasuda (2020).pdf
	Introduction 
	On the Reproductive System 
	Effects on Female Reproductive System 
	Effects on Male Reproductive System 

	On Embryonic and Fetal Development 
	Effects on the Developing Embryo and Fetus 
	Effects on Developing Brain 
	Effects on Adult-Onset Noncancer Diseases 

	On Other Effects Related to Reproductive Ability 
	Lowering Fecundability 
	Sexual Dysfunction 

	Summary 
	References

	第
	空白ページ

	令和２年度緊急時放射線防護ネットワーク構築報告書統合版
	別添
	環境モニタリング分野における力量の目安及びガイドの目次案
	１．力量の目安について
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6

	別添
	避難退域時検査事前演習（宮城県）�視察報告
	演習概要
	演習の流れ
	演習の様子（1/2）
	演習の様子（2/2）
	演習視察における気づき点（1/2）
	演習視察における気づき点（2/2）


	〇代表者会議報告書案
	2.4.1　放射線防護アカデミア参加学会による人材育成の取り組み
	日本放射線影響学会、日本放射線安全管理学会、日本保健物理学会では、年次大会やシンポジウムなど学会が主催するイベントやWebを通じて、放射線防護人材の確保・育成に関連するセッションを企画・開催し、若手のポストマッチングや中堅のキャリアアップを支援する場を提供した。また本事業に若手を参画させることで、若手の活性化を行った。
	 日本放射線影響学会の取り組み（参考資料1）
	・第63回学術大会（WEB開催、福島市）に時期を合わせて、第7回キャリアパス・男女共同参画委員会企画セミナーをオンライン開催した。この取り組みでは、学生を含めた20代若手会員と中堅・シニア会員とのグループディスカッションが行われ、これが、キャリアパスやポスト開拓の話題などに関する若手と中堅・シニア会員との意見交換の場の提供になり、若手会員より参考になったとの好評を得た。
	・日本放射線影響学会とは別組織として活動してきた「若手放射線生物学研究会」を、2020年3月に「若手部会」として当該学会に統合した。これにより、若手部会の財政的基盤が安定し、若手会員の活躍の場が広がった。
	・今年度より、若手会員が学会活動に参画し、活躍する機会を増やすために、学会内の主要な委員会に若手部会が推薦する会員を含めて、14名の40歳未満の若手会員を委員として加えた。
	 日本放射線安全管理学会の取り組み（参考資料2）
	・第19回日本放射線安全管理学会学術大会において、若手セッションを企画し、3名の若手が、放射線生物学、核医学、放射線教育分野の発表を行った。
	・若手奨励金事業を学会規程化し、1 名あたり10 万円、各年度2 名を限度に若手が旅費、研究費として使え、研究活動実績ともなる奨励金を公募選考により授与した。また規程を変更し、准教授以上の授与を避けることにした。
	・昨年度行った放射線防護アカデミア会員のアンケート調査を分析し、日本放射線安全管理学会の現状報告を行った。
	 日本保健物理学会の取り組み（参考資料3）
	・「若手研究会（40歳以下の有志学会員）、「学友会（正・準学会員有志）」、「教員等協議会（教職員有志）」の組織を再整備し、確実な活動実施のための予算を優先的に確保、担当理事を新たに設置した。「若手研」「学友会」及び「教員等協議会」の３組織の合同会議を月１回のペースで開催、相互の情報・課題共有や課題解決に向けた議論等を通じて連携を強化した。この成果は、学会企画シンポジウム「学友会と若手研活動を通して見えた日本保健物理学会 ～未来に向けた提案～」（令和３年１月27日）で公表され、学会員と意見交換された。
	・「若手研」及び「学友会」組織の運営について、学会理事会が積極的に後方支援した。
	・若手研主催で「内部被曝モデル勉強会（シリーズ）」をオンライン形式で開始した。
	・IRPAの下で組織されている若手ネットワーク（IRPA-YGN）を通じて、IRPA-15（令和3年1月18～2月5日、オンライン＋韓国）で若手企画セッション等の計画・運営を主導的に行った。
	2.4.2　放射線防護分野のグローバル若手人材育成
	〇参考資料
	参考資料
	空白ページ



	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ




	R2Hirao.pdfから挿入したしおり
	20202303令和2年度放射線安全規制研究戦略的推進事業費（ICRP2007年勧告等を踏まえた遮蔽安全評価法の適切な見直しに関する研究）事業.pdfから挿入したしおり
	成果報告書本文
	3.2.2 計算する線量種類の選定
	3.2.3　遮蔽線量計算用データベースのテーブル設計
	3.2.4 遮蔽材料の減衰係数算出
	3.2.5 遮蔽材料のビルドアップ係数算出

	3.3 作成した遮蔽線量計算用データの例示
	3.3.1 係数データベース構成管理ファイル
	3.3.2 減衰係数データファイル
	3.3.3 線量換算係数データファイル
	3.3.4 ビルドアップ係数データファイル
	4.2.3　光中性子線量ビルドアップ係数の定義について
	4.2.4 減衰係数の算出で考慮するガンマ線の相互作用について
	4.2.5 試計算の結果、及び今後の検討事項



	付録Ⅰ MicroShield Pro 技術仕様と受容性評価
	付録Ⅱ 海外規制利用コードのVNV検証項目と受容性評価
	付録Ⅲ 遮蔽計算法見直し提案と研究レビュー委員会意見
	付録Ⅳ ガンマ線遮蔽計算コードの海外実態調査で用いた調査票
	付録Ⅴ 新勧告取入れで求められる遮蔽計算法・計算コードの仕様・機能一覧
	付録Ⅵ 組込材料の組成・密度決定の根拠
	付録Ⅶ 遮蔽計算用DBのテーブル設計
	付録Ⅷ ガンマ線ビルドアップ係数グラフ
	付録Ⅸ 光中性子ビルドアップ係数グラフ
	付録Ⅹ ガンマ線遮蔽線量計算コードの基本設計内容
	付録Ⅺ 成果発表資料





	資料２－２－４ 令和４年度事後評価対象課題 成果報告書（令和２年度）_2_14.pdfから挿入したしおり
	資料２－２－４ 令和４年度事後評価対象課題 成果報告書（令和２年度）_2.pdfから挿入したしおり
	資料２－２－４ 令和４年度事後評価対象課題 成果報告書（令和２年度）.pdfから挿入したしおり
	R2d1.pdfから挿入したしおり
	20202113_令和2年度放射線安全規制研究戦略的推進事業費（健全な放射線防護実現のためのアイソトープ総合センターをベースとした放射線教育と安全管理ネットワーク）事業.pdfから挿入したしおり
	report_watabe.pdfから挿入したしおり
	表1.3-1. 参加研究機関(◯：ネットワーク代表機関)
	1.4.1. 本年度より実施した新たな取組と成果
	１)大学等放射線施設協議会と共同で「学内の放射線業務従事者情報管理体制に関するアンケート」 を実施した。このアンケートはそれぞれの大学における従事者管理の現状を調査し、本事業が目指す全国一元管理の参考とするものである。このアンケートにより従事者一元管理の参考となる情報を得ることができた。本アンケートの結果の一部は、放射線安全管理学会学術大会のシンポジウムにおいて紹介した。
	２)SINETの専用線(L2-VPN)の利用が容易ではない機関を安全に本ネットワークに接続する技術を実証するため、対向VPNルータによる接続試験を行なった。この試験を行うことにより、本システムが様々な機関に拡大し得ることを確認した。
	1.4.2. 本年度の学会等での発表
	本年度も様々な学会等で本ネットワークの取り組みを紹介、広報した。学会発表は以下の通りである。
	学会発表(シンポジウム)
	全体会議2020_570424763
	2-2-1_富士電機報告
	2-2-2_標準ファイルフォーマットコンバータの開発
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